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　６月１６日、直方市体育館で開催され
た「令和元年交通安全子供自転車ブロッ
ク大会」。北小学校から２チームが出場
し、２位と３位という見事な成績を収め
ました。７月７日に行われる福岡県大会
に２チームともに出場します。

交
通
安
全
子
供
自
転
車

福
岡
県
大
会
　
出
場

全
国
大
会
を
目
指
し
て
、猛
練
習
中
！
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小
竹
町
は
、
平
成
31
年
３

月
に「
小
竹
町
男
女
共
同
参

画
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。

　
仕
事
と
家
庭
、
子
育
て
を

両
立
で
き
る
環
境
が
必
ず
し

も
十
分
と
は
言
え
ず
、
福
岡

県
に
よ
る「
平
成
26
年
度
男

女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

の
意
識
調
査
」に
よ
れ
ば
、家

庭
、地
域
、職
場
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
面
で「
男
は
仕
事
、女
は

家
庭
」と
い
う
よ
う
な
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
が
依

然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い

ま
す
。
豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
、
将
来
に
夢
を
持
て
る
社

会
に
す
る
た
め
に
、
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
を
解
消
し
、
そ
の
個
性
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

が
必
要
で
す
。

　
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

と
も
に
参
画
し
、
お
互
い
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し

合
い
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
男
女
共
同
参
画
計
画
に

沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　　　が支えあい
いきいきと暮らせるまちを目指して
－男女がともに
　個性や能力を十分に発揮できる男女共同参画社会実現に向けて－

男 女

小竹町男女共同参画会　会長　　峯岡 準子  さん

　

小
竹
町
男
女
共
同
参
画

会
は
、
か
つ
て
の
婦
人
会

で
す
。
婦
人
会
で
は
で
き

る
範
囲
が
限
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。例
え
ば
、災
害
が

起
き
た
場
合
は
必
ず
男
性

の
力
が
必
要
で
す
。
炊
き

だ
し
な
ど
は
婦
人
会
で
も

で
き
ま
す
が
、
ス
コ
ッ
プ

等
で
作
業
す
る
、
高
齢
者

を
担
い
で
避
難
さ
せ
る
な

ど
、
女
性
は
男
性
の
力
に

は
か
な
い
ま
せ
ん
。
婦
人

会
の
中
に
は
当
初
か
ら
男

性
の
会
員
も
い
ま
し
た
。

婦
人
会
を
男
女
共
同
参
画

会
に
改
め
れ
ば
男
性
も
参

加
し
や
す
く
な
り
、
男
女

共
同
参
画
会
と
し
て
活
動

す
れ
ば
幅
広
く
活
動
が
で

き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

一
般
的
に
み
れ
ば
、「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
い

う
意
識
は
ま
だ
根
強
い
と

思
い
ま
す
。
昔
は
男
尊
女

卑
と
い
う
考
え
方
も
あ

り
、
ど
う
し
て
も
女
性
が

一
歩
下
が
っ
た
役
割
で
し

た
。
現
在
は
女
性
で
も
能

力
に
優
れ
た
人
も
い
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
を
受
け

た
人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
た
ち
が
女
性
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
管
理
職

に
就
け
な
い
の
で
は
も
っ

た
い
な
い
こ
と
で
す
。
今

で
も
管
理
職
の
ほ
と
ん
ど

は
男
性
で
す
。
能
力
だ
け

で
な
く
、
女
性
の
細
や
か

さ
や
女
性
の
視
点
も
社
会

に
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
男
女
共

同
参
画
社
会
が
ま
す
ま
す

重
要
視
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
男
女
共
同
参
画

社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

仕
事
、
家
庭
、
子
育
て
、
地

域
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男

女
が
と
も
に
理
解
し
合

い
、
思
い
や
り
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。大
切
な
の
は
、相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は

『
お
互
い
の
思
い
や
り
』

相
手
を
思
い
や
り

絆
を
深
め
れ
ば

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の

実
現
に
つ
な
が
り
ま
す



3 ひまわりだより

基本目標１　男女共同参画の意識づくり
　固定的な男女の役割分担意識を解消するた
め、男女共同参画社会実現に向けて、意識づく
りと教育の充実を進めます。

◆男女共同参画に関する広報・
　啓発の推進

◆子どもへの男女共同参画の
　推進

基本目標２　男女共同参画のまちづくり
　男女が家庭、地域、職場などのあらゆる分野
で対等な立場で参画し、個性と能力を発揮でき
る社会づくりを進めます。
また、災害時に性別に配慮
した対応をするため防災
活動への女性の参画を促
します。

◆施策・方針決定の場への男女共同参画の推進
◆地域活動における男女共同参画の推進
◆防災活動・災害時における女性の参画拡大

基本目標３　男女が共に活躍できる
　　　　　  環境づくり
　男女がともに能力を活かしながら働くこと
ができる環境づくりや働きながら育児・介護が
できる環境づくりに取り組むとともに女性の
能力を発揮した経営への参画を支援します。

◆働く場における男女共同参画
　の推進
◆女性活躍推進のための支援
◆仕事と家庭が両立できる環境
　整備の推進

基本理念

男女が支えあい
いきいきと暮らせる

まちを目指して

小竹町男女共同参画計画
☆４つの基本目標を掲げて、町民一人ひとりがいきいきと暮らすことができるまちを目指します。

基本目標４　健康で安心して暮らせる
　　　　　　社会づくり
　暴力を根絶するためにＤＶ被害者への適切
な対応を行うための相談体
制を整備し、被害者の安全
が確保できる体制づくりを
推進します。

◆暴力防止に向けた啓発活動の推進
◆相談体制の確立
◆暴力防止に向けたネットワークづくり
◆生涯の通じた男女の健康・環境づくりの支援

男女共同参画社会とは

　男女共同参画社会は、
男性も女性も意欲に応じ
て、あらゆる分野で活躍
できる社会のことです。
　男女の個人としての尊
厳を重んじ、男女の差別
をなくし、男性も女性も
ひとりの人間として能力
を発揮できる機会を確保
する必要があります。

▷多様な人材が活躍することによって経済活動の創造性
　が増し、生産性が向上します。
▷男女がともに働きやすい職場環境が確保されることに
　よって個人が能力を最大限に発揮できます。

▶家族を構成する個人がお互いに尊重し合い協力し合う
　ことで家族のパートナーシャップが強化されます。
▶仕事と家庭の両立支援環境が整い、男性の家庭への参 
　画も進むと男女がともに子育てや教育に参加できます。

▷男女がともに主体的に地域活動やボランティア等に参
　画することによって地域コミュニティ―が強化し、地
　域の活性化、暮らし改善、子どもたちが伸びやかに育つ
　環境が実現します。

地域力の向上

家庭生活の充実

職場に活気
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福
岡
県
子
育
て
応
援
宣
言
を
取
り
組
み

始
め
て
、８
年
目
に
な
り
ま
す
。子
育
て
し

な
が
ら
仕
事
と
家
庭
の
両
立
は
大
変
な
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
子
育
て
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
従
業
員
は
８
割
が
男
性
、
２
割
が
女
性

で
す
。
積
極
的
に
子
ど
も
の
行
事
等
に
参

加
し
て
ほ
し
い
の
で
、
そ
の
た
め
の
休
暇

を
認
め
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
の
年
齢

に
関
わ
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
休
暇
や
勤

務
時
間
短
縮
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど

柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、育
児

休
業
の
取
得
を
推
進
し
、
電
話
で
の
や
り

と
り
に
な
り
ま
す
が
育
児
休
業
か
ら
復
帰

す
る
時
の
不
安
解
消
の
た
め
に
社
内
伝
達

事
項
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
理
解

し
合
い
、
助
け
合
う
関
係
性
を
築
い
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事

と
家
庭
の
両
立
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

株式会社英建設　取締役　　桑村 真寿美  さん ( 写真右側）

竹本 一世  さん（写真中心）/ 桑村 麻美  さん（写真左側）

　３歳の子どもがいます。仕事と家庭の
両立は正直大変ですが、急に子どもが熱
を出した時でも、職場の理解があって休
みやすい環境です。また、育児休業後の
不安もなく、職場に復帰もできました。
そのような面でも仕事と家庭が両立で
きる働きやすい職場だと感じています。

（桑村 麻美さん）

　男性の育児休暇の取得は、収入面から
みても実際のところ難しいと思います。
しかし、子どもが病気で学校に行けない
時、病院に連れて行く時は休暇を取得し
やすいですので、子育てしやすい職場環
境だと思います。

（竹本 一世さん）

福
岡
県
子
育
て
応
援

宣
言
登
録
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
福
岡
県
で
は
、企
業・事
業
所
の

「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」登
録
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
身
に
つ
け
た
職
業
経
験
を

中
断
す
る
こ
と
な
く
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

企
業
・
事
業
所
の
経
営
ト
ッ
プ
自

ら
が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
に
具
体
的

な
内
容
を
宣
言
し
、
取
り
組
む
も

の
で
す
。

　
小
竹
町
で
も
約
15
の
企
業
が
子

育
て
応
援
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
従
業
員
の

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し

て
い
る
の
か
、ま
た
、男
女
が
と
も

に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
町
内

の
福
岡
県
子
育
て
応
援
宣
言
登
録

企
業
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

従
業
員
が
理
解
し
合
い

助
け
合
う
関
係
性
が

子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る



株式会社ケアサポートたんぽぽ
施設マネージャー　　湊 信一郎  さん

　

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
間
だ
け

の
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
人
は
多
い

の
で
、
子
育
て
の
た
め
の
短
時
間
勤

務
を
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
勤

時
間
の
８
時
半
に
間
に
合
う
よ
う

に
急
い
で
保
育
園
の
送
迎
を
し
て

は
、
い
つ
か
は
交
通
事
故
を
起
こ
す

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育
園

送
迎
の
た
め
に
出
勤
時
間
の
調
整

も
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
企
業
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
が
、
休
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
高
熱
を
出

し
た
子
ど
も
を
保
育
園
や
学
校
に

行
か
せ
た
と
し
て
、
親
が
心
配
し
な

が
ら
働
く
よ
り
は
休
ん
で
子
ど
も

と
一
緒
に
過
ご
し
て
あ
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
の
た
め
で
も
あ

り
、
親
御
さ
ん
の
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。
気
持
ち
良
く
働
い
て
も
ら
う
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
突
発
的
な
休
み

が
必
要
で
あ
る
時
は
、「
お
互
い
さ

ま
」と
い
う
気
持
ち
で
皆
さ
ん
に
協

力
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

行
事
等
の
参
加
の
た
め
に
希
望
休

を
取
り
入
れ
た
り
、
半
日
有
給
休
暇

を
認
め
た
り
と
十
分
に
休
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
短
時
間
勤
務
の
人
の
ほ
と
ん
ど

は
扶
養
内
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
パ
ー
ト
従
業
員
で
も
昇
給
と
賞

与
を
扶
養
内
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

就
業
す
れ
ば
、
パ
ー
ト
従
業
員
で
も

社
員
で
も
仕
事
内
容
は
同
じ
で
す
。

人
と
接
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
適
切
な
評
価
を
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
９
割
が
女
性
で
あ
り
、

半
分
が
子
育
て
中
で
す
。
子
育
て
を

し
て
い
る
人
を
特
別
に
扱
う
の
で

は
な
く
、
全
従
業
員
に
対
し
て
も
同

じ
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

5 ひまわりだより

「
お
互
い
さ
ま
」と
い
う

心
は
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る

小竹町人権講演会
●日時　７月２５日（木）
　　　　１４時～１６時

●場所　小竹町中央公民館
　　　　２階大研修室

●障がい者通所事業所による
　展示・即売コーナーを同時開催
　▷１３時～１４時

問 総務課情報人権係☎２・１２１２

男女共同参画の基本は『人権の尊重』です。
皆さんの参加をお待ちしています。

●演題

『すべての人が生きやすい
　　　　　社会に向けて』

講師　福岡県男女共同参画センター
　　　元館長　髙山 史子　氏
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小
竹
町
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
家
計
に
与
え
る
影
響

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
に
小

竹
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

小
竹
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
引
換
券
の

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

非課税者分 子育て世帯分

購入引換券の
交付対象者

２０１９年１月１日時点の小竹町住
民のうち、２０１９年度の住民税が
課税されていない人

※ただし、住民税が課税されてい
　る人に扶養されている人（生計
　同一の配偶者・扶養親族）生活保
　護受給者を除きます。

２０１６年４月２日から２０１９
年９月３０日までの間に生ま
れたお子さまがいる世帯の
世帯主

購入引換券
について

購入引換券の交付対象者に該当す
る可能性のある人については、役
場から「購入引換券交付申請書」を
送付していますので、購入を希望
する場合は、令和元年１１月２９日

（金）までに申請手続きをしてくだ
さい。
　なお、申請手続き方法等詳細に
ついては、申請書に同封の案内を
ご覧ください。

９月中旬以降に世帯主あて
に役場から購入引換券を送

付します。

※子育て世帯分について　
は、申請は不要です。

商品券の
購入限度額

対象者１人につき、最大２５，０００
円分の商品券を２０，０００円で購入
できます。

お子さま１人につき、最大
２５，０００円 分 の 商 品 券 を
２０，０００円で購入できます。

商品券の
販売単位

１冊（４，０００円）単位で販売します。
※５，０００円分の商品券を４，０００円で購入

購入方法

役場から送付された購入引換券、本人確認書類および購入代金を
持参のうえ、役場会計課窓口で購入してください。

販売期間：令和元年１０月１日（火）から令和２年２月２８日（金）まで
販売時間：平日８時３０分から１７時まで

商品券
利用店舗

左表に記載の本商品券取扱登録店でご利用いただけます。ただし、
取扱加盟店であっても、たばこおよび換金性の高いもの（有価証
券・商品券・ビール券・図書カード等の各種商品券、切手、プリペイ
ドカード等）は利用できません。
最新の取扱登録店については、町ホームページでご確認ください。

商品券
使用期間 令和元年１０月１日（火）から令和２年３月３１日（火）まで
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問 まちづくり推進課商工観光係
　　☎０９４９６・２・１２１４（平日８時３０分～１７時１５分）

 プレミアム付商品券取扱店舗一覧

事 業 所 名 所 在 地 業 務 内 容 電 話 番 号

ナガノ・オートＲ 勝野３３７５番地８ 自動車販売・整備 ☎２・４１４１

有限会社フクナガ 勝野３７６８番地 婦人洋品等小売 ☎２・００５８

有限会社パナックスカトー 勝野４０５３番地６ 家電販売・修理・リフォーム ☎２・００６５

株式会社小竹ガス商会 勝野２８０６番地４ ＬＰガス販売・住宅機器含む ☎２・０４２５

ショップわたなべ 勝野２８６１番地５ 食料品小売（清酒・生鮮食料品・
雑貨販売） ☎２・０３４８

おしゃれの店　はなだ 勝野３６５８番地 化粧品販売 ☎２・０１２３

清水商会・小竹モータース 勝野３７９０番地６ 自動車販売・整備（自動車・バイ
クの販売・修理） ☎２・００７８

清水産業 御徳１９８４番地 建設（塗装・防水工事） ☎２・０６３８

ハラガ住宅機器 勝野３６５３番地 小売・卸（キッチン・浴室・洗面
台・トイレ等） ☎２・００２５

矢野酒店 御徳２０２９番地 酒類販売 ☎２・０６０７

パリー美容室 勝野３７６５番地１９ 美容（パーマ・ヘアダイ・着つけ） ☎２・０１３６

山下酒店 勝野３８０３番地１ 小売（酒・切り花・野菜・飲料） ☎２・００３７

パナプラザ・ワタナベ 南良津１６５１番地 家電販売・リフォーム等 ☎２・５９６４

有限会社三浦電設 新多３６２番地１ 電気工事 ☎２・０２７６

春書店 勝野３６８３番地 書籍・雑誌販売 ☎２・０３８７

ニューD・Y 鞍手小竹町店 勝野２３１４番地１０ コンビニエンスストア ☎２・７６６６

小竹カーライフステーション 勝野２３１４番地１０ ガソリンスタンド ☎２・０１３２

有限会社スズキ中央販売 勝野２３１４番地１０ 自動車販売・整備 ☎２・３３６２

株式会社アーマット福岡 勝野１８７０番地１ ゴルフ場 ☎２・１２２０

めがねファクトリー 飯塚市
新飯塚２０－２５ メガネ販売・補聴器販売 ☎０９４８・

   ２３・９３４５
ビューティーサロン・エンゼル 新多３０番地９ 美容 ☎２・６７３７

有限会社オートテクノトダ 勝野２８３７番地３９ 自動車修理・販売（鈑金塗装・車
検・整備等） ☎２・２８７９

スーパーセンター
トライアル小竹店 勝野１５３２番地１３ 小売 ☎６・１１２２

市外局番：０９４９６
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉環境美化に取り組んでいます

　今年の４月から活動を始めた自助チーム「自助
チーム小竹町芦北」。自分たちの地域の安全は自分
たちで守り、行政とともに町をきれいしようという
思いから結成されました。地域の安全を守るために
塩頭交差点付近や空き地などの草刈りなどに取り
組んでいます。

　５月１６日、老人クラブ七福会とおやじの会の
皆さんがこども園の子どもたちと一緒に七福区の
ロータリーの花壇に花の苗を植えました。こども園
との交流ができないかとはじめた花植えも、今年
で５年目になりました。花壇も鮮やかになり、子ど
もたちの通園の楽しみになってくれたらいいなと
思っています。　記事・写真提供▷七福区自治会

◉こども園の子どもたちと
　一緒に花苗を植えました

　５月１９日、児童体育館で、恒例の中央区球技大会
（フロアカーリング）が開催されました。
　組別対抗戦を行い、子どもから大人までもが和気
あいあいと過ごしました。組別対抗戦の優勝は１－
２組。その後、中央区公民館で昼食を楽しみながら
表彰式をしたり、談笑したりと区内同士の交流を深
めました。

◉子どもも大人も盛り上がりました
　中央区球技大会を開催！

　６月２日、町内一斉春季環境美化運動（小竹町環
境衛生連合会主催）が行われました。町民の皆さん
や企業および各団体の皆さんにご協力をいただき、
可燃ごみ 74０㎏、粗大ごみ４１０㎏、カン・ビン３５０
㎏、草１，５７０㎏を回収することができました。
　これからも、皆さん一人ひとりの環境美化に対す
る心がけとご協力をよろしくお願いします。

◉町内で一斉に清掃活動をしました
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◉感動を与えた！小竹中体育大会
　５月２６日、赤・黄のブロック対抗で行われた小竹
中学校体育大会。生徒会長 長谷陽

ひ な

汰
た

さんの「練習を
とおして、あいさつと行動が変った。僕たちのやる
気をあいさつで伝えたい。」という言葉に続き、生徒
全員で「よろしくお願いします。」と大きな声であい
さつをすると来賓や保護者から盛大な拍手が送ら
れました。各競技や集団行動、ダンス、応援合戦など
の種目に精いっぱい取り組む生徒たちの姿勢は観
ている側に感動を与えました。また、今年も各小学
校６年生が中学 1 年生のリレーに参加し、小中連携
を深めた大会となりました。

　５月２１日、施工者の主催のもと新庁舎建設地で
行われた「小竹町新庁舎建設工事起工式」。関係者約
６０人が出席し、工事の安全成就を祈願して清

きよめ

祓
ばらい

之
の

儀
ぎ

や地
じ

鎮
ちん

之
の

儀
ぎ

等の神事や玉
たま

串
ぐし

奉
ほう

奠
てん

などが執り行わ
れました。
　松尾町長は「町民の皆様からいただいた意見を十
分に受け止めながら、町民の皆様が集える場所とし
て、防災拠点としての機能を十分に成し遂げられる
庁舎建設に取り組んでいきたいです。」とあいさつ
しました。

◉新庁舎建設工事起工式が
　執り行われました

◉災害から命を守るために
　小竹町防災講演会を開催しました

　６月９日、「大災害から生き延びるために」をテー
マに小竹町防災講演会を中央公民館で行いました。
吉田英紀さん（飯塚市総務部防災危機管理監・内閣府
地域防災マネージャー）を講師に招き、昨年度の災害
を振り返り、命を守るための適切な行動と備えにつ
いて講演していただきました。小竹町の災害の危険
性をはじめ、公助の限界と自助・共助の必要性、適切
な避難行動および自然災害から身を守るために不可
欠な隣近所の声かけや自宅付近のハザードマップの
作成の重要性などを話していただきました。
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町長の動き

町 長 コ ラ ム

点

描
—５月２１日から６月２０日まで —

５月２１日
第３４回 ｢ 親と子の交通安全教室 ｣ 直方自動車学校

庁舎建設工事起工式 町内

５月２３日 水害に対する危険管理能力向上研修 砂防会館

５月２４日

一般国道２００号建設促進期成会総会 博多サンヒルズホテル

筑豊横断道路建設促進期成会総会 博多サンヒルズホテル

公明党時局講演会 飯塚コスモスコモン

５月２５日 ＮＰＯ法人リトルバンブー定期総会 こたけ創造舎

５月２６日
中学校第７３回体育大会 小竹中学校

自民党宮若・鞍手郡連合支部定期総会 スコーレ若宮

５月２７日
県過疎地域振興協議会定期総会 博多サンヒルズホテル

遠賀川圏域大規模氾濫減災協議会 遠賀川水辺館

５月２８日 九水連第６２回定期総会 エンシティホテル延岡

５月３０日 民生委員・児童委員推薦会 総合福祉センター

５月３１日
東峰村派遣者辞令交付 町長室

直方地区防犯協会総会 直方警察署

６月２日 春季環境美化運動 町内

６月３日
庁議 庁内会議室

異動者辞令交付 町長室

６月４日

県町村会理事会
県自治会館

県町村会臨時総会
県町村会新役員による県庁訪問 県庁

６月５日
議会運営委員会 議場

下水道促進協議会監査 町長室

６月６日 定例会開会（～１８日） 議場

６月７日 平成筑豊鉄道取締役会 福智町公民館

６月９日 防災講演会 中央公民館

６月１０日 県救急医療協議会 県庁

６月１１日 小竹町観光まちづくり協会総会 商工会館

６月１４日 自治会長会役員会 庁内会議室

６月１５日 第４３回鞍手地区日赤紺綬会総会 宮若商工会議所

６月１６日
小竹美術協会定期総会 中央公民館
再開館２２周年記念彼我戦争犠牲者
追悼法要

兵士・庶民の戦争
資料館

６月１９日 町民まつり全体会議 中央公民館

６月２０日 防衛省への陳情 防衛省

　

５
月
は
異
例
の
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
、
６
月
は
衣
替

え
を
と
っ
く
に
す
ま
せ
た
か
た
も
多
い
と
思
う
。
春

が
短
く
夏
が
長
く
な
る
か
の
よ
う
な
こ
の
国
の
季

節
は
狂
い
始
め
て
い
る
。
梅
雨
入
り
が
迫
っ
て
き
た

６
月
９
日
、
飯
塚
市
防
災
危
機
管
理
監
・
内
閣
府
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
吉
田
英
紀
氏
を
講
師
に
迎

え「
防
災
講
演
会
」を
開
催
し
た
。
昨
年
７
月
に
町
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
の
体
験
に
基
づ
き
災
害
に
対
す

る
備
え
や
、
そ
の
対
策
を
学
ぶ
た
め
約
１
８
０
人
の

住
民
が
参
加
し
た
。
講
演
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

引
き
な
が
ら
、「
自
主
防
災
組
織
体
制
と
日
頃
の
研

修
や
訓
練
の
あ
り
方
。
公
助（
行
政
）の
限
界
と
自
助

（
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
）・
共
助（
支
え
あ
う
地

域
づ
く
り
）の
必
要
性
」を
説
か
れ
た
。
ま
た
、「
訓
練

不
足
や
平
時
の
備
え
な
ど
災
害
リ
ス
ク
を
知
っ
て

い
な
が
ら
、
行
政
上
の
都
合
を
優
先
し
て
い
る
」な

ど
行
政
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
を
通

し
て
改
め
て
私
自
身
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
来
る
か
わ
か

ら
な
い
危
機
に
備
え
て
準
備
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に

平
時
の
仕
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
来
る
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が「
当
分
来
な
い
か
も
し
れ
な

い
」「
今
す
ぐ
準
備
し
な
く
て
も
間
に
合
う
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
準
備
の
先
延
ば
し
の
心
理
的
論
拠
と
な

る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
危
機
の
想
定
と
そ
の
備
え

に
あ
た
っ
て
も「
こ
の
程
度
の
備
え
が
あ
れ
ば
十
分

だ
ろ
う
」と
い
う
現
状
の
対
策
で
十
分
で
あ
る
と
自

ら
を
納
得
さ
せ
る
心
理
が
働
く
こ
と
も
多
い
。「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
こ

の
梅
雨
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
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い き きい 小 竹 っ 子
教育委員会やこども園、各小中学校からのお知らせを掲載します。

問 小竹町教育委員会☎２・１９６１　　

子どもたちの未来のための　

特別支援教育

1 特別支援教育とは

　障がいのある子どもたちやこども園 ･ 小中学校・高等学校などの通常学級に在籍する発達障がいの
ある子どもも含めて、社会に参加するために必要な力を培うため、子ども一人ひとりの教育的ニーズ
を把握し、その可能性を最大限に伸ばし、生活や学習の困難を改善または克服するため、適切な指導お
よび必要な支援を行うものです。

2 小竹町では…

　小竹町教育委員会では、「小竹町特別支
援教育連携協議会」を設置して、就学前か
ら子どもたちを支援できるように、こど
も園・小中学校が連携しながら右記のよ
うなことを行っています。

3 こんなときは、気軽に相談してください

●言葉の発達がおそい
●周りに気を取られやすい
●友達と関わりたいが、うまくコミュニ
  ケーションがとれない
●感情や行動のコントロールが難しい
●読み書き計算などの学習を難しいと感
　じている　など

「早期の気づき・正しい認識・適切な対応」
　　　　　　　…この３つが大切です。

※お子さまのことでお悩みがあれば、
　　　　　　　　　いつでもご相談ください。

●先生たちを対象とした研修会の開催
●町広報紙やチラシによる情報提供や啓発
●スクールカウンセラーによる子どもや保  
　護者の相談受付
●特別支援学校の先生などによる教育相談
　の実施
●先生とは別に子どもを支援する特別支援
　員の配置（各学校に配置されています。）

★特別支援教育コーディネーター★

小竹南小学校▶田中 修二
　　　　　　　☎２・００３３

小竹北小学校▶濵﨑 修一
　　　　　　　☎２・００４６

小竹西小学校▶吉村 千穂
　　　　　　　☎２・００７９

小竹中学校　▶原田 能克
　　　　　 　  ☎２・１３１１

小竹こども園▶神河 奈津子
                     ☎２・３８５５
                     ☎２・０１８７

各学校の
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今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問 税務住民課収納係☎２・１２１６

　
振
替
日
は
毎
月
25
日（
12

月
お
よ
び
２
月
は
22
日
、振

替
日
が
休
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）で
す
。
自
動
的
に

指
定
の
口
座
か
ら
税
金
が

引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、納

め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
手
続
き
は
、
町
指
定

金
融
機
関（
福
岡
銀
行
、
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、福
岡
ひ

び
き
信
用
金
庫
、
飯
塚
信

用
金
庫
、
直
鞍
農
協
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
）ま
た
は
税
務
住

民
課
窓
口
で
行
え
ま
す
。

集合税
- 町県民税・固定資産税・国民健康保険税 - 

納期限７月３１日（水）

【口座振替日 ７月２５日（木）】

●
口
座
振
替
に
よ
る

   

納
税
に
つ
い
て

道路上の張り出している樹木等の伐採について
問 建設課☎２・１９００

全国家計構造調査が
実施されます
問 まちづくり推進課☎２・１２１４

　

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国

の
家
計
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
統
計
調
査

で
、
５
年
に
一
度
実
施
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た

世
帯
に
は
、
県
知
事
が
任

命
し
た
調
査
員
が
調
査
書

類
等
を
持
っ
て
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　

な
お
、
調
査
内
容
を
統

計
の
作
成
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

●
調
査
期
間

10
月
か
ら
11
月
ま
で

●
周
知
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
付
時
期

８
月
頃
か
ら

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
は 

　

調
査
対
象
地
域
の
す
べ
て

　
の
世
帯
へ
お
配
り
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ（
総
務
省
統
計
局
）▽

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.

s
ta

t.g
o

.jp
/d

a
ta

/

zenkokukakei/2
019

/

　
車
道
や
歩
道
に
樹
木
等
の
張
り

出
し
、折
れ
木
・
落
枝
等
が
あ
る
場

合
、
交
通
障
害
を
引
き
起
こ
し
、

事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
私
有

地
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
等

は
、
土
地
所
有
者
に
所
有
権
が
あ

る
た
め
、町
が
剪せ

ん
定て
い・
伐
採
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。折
れ
木
・
落

枝
や
樹
木
等
の
張
り
出
し
が
原
因

で
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
土

地
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
に
は
、
通
行
の
安
全
確
保

の
た
め
に「
建
築
限
界
」が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
通
行
者
の
安
全
と

事
故
防
止
の
た
め
に
、
自
己
所
有

地
を
確
認
の
上
、
所
有
者
の
責
任

に
お
い
て
、剪せ

ん
定て
い
・
伐
採
等
、適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

私有地私有地 車道 歩道

４．５ｍ

2．５ｍ

建築限界の範囲

●建築限界とは…　　　 （道路法第３０条、道路構造令第１２条）

　道路上の安全な通行を確保するため、車道の上空『４．５ｍ』、歩道
の上空『２．５ｍ』の範囲内に障害がある物を置いてはならないとし
ています。これを建築限界といいます。※詳しくは、小竹町ウェブサイト (http://

town.kotake.lg.jp) にて掲載しています。
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問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

国民年金保険料免除等の
申請について

問 直方年金事務所　　　 　 
☎０９４９・２２・０９０５

成人式実行委員を
募集します

問 教育課社会教育係
☎２・０４５２

●
対
象
者

平
成
11
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
募
集
期
間

７
月
26
日（
金
）ま
で

●
申
込
方
法

町
中
央
公
民
館
に
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
☎
２・０
４
５
２
）。

　

国
民
年
金
保
険
料
が

納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

が
一
、
障
が
い
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料

免
除
制
度
」や「
納
付
猶
予

制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ

り
ま
す
の
で
、
健
康
増
進

課
保
険
年
金
係
窓
口（
⑧

番
）で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
窓
口

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
分（
令
和
元

年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年

６
月
分
）の
免
除
等
の
受
付

は
、７
月
１
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。
ま
た
、
申
請
時
点
の

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。失
業

等
で
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に

な
っ
た
も
の
の
申
請
を
忘

れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
人

は
、健
康
増
進
課
保
険
年
金

係
窓
口（
⑧
番
）ま
た
は
直

方
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

あなたのアイデアを生かして
新成人の思い出に残る一日を作りませんか？

令和２年１月12日（日）開催

小竹町学童保育所・
夏休み期間の入所について

問 社会福祉協議会☎２・２０２８

　

夏
休
み
期
間
の
学
童

保
育
所
へ
の
入
所
受
付

を
行
い
ま
す
。

●
入
所
で
き
る
児
童

町
内
３
小
学
校
に
在
学

す
る
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児
童

●
入
所
期
間

７
月
20
日（
土
）か
ら
８

月
31
日（
土
）ま
で

※
夏
休
み
の
前
後
を
含
め
た

　
期
間
で
の
入
所
も
可
能
で

　
す
。
日
祝
日
と
８
月
13
日

　
か
ら
８
月
15
日
ま
で
は
お

　
休
み
で
す
。

●
利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
▽
７
時
30
分
か
ら
19

時
ま
で

●
申
込
方
法

申
請
書
類
を
７
月
12
日

（
金
）ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は
役
場
福

祉
課
子
育
て
支
援
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
は
社
会
福
祉
協
議
会

　
お
よ
び
学
童
保
育
所
に
置

　
い
て
い
ま
す
。

施設内『全面禁煙』
のお知らせ

　健康増進法の改正により、７
月１日から、役場・中央公民館・
体育館等の公共施設（敷地を含
む）内は、全面禁煙となります。
　皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

令和元年度
後期高齢者医療制度について

問 健康増進課保険年金係☎２・１２２４/ 福岡県後期高齢者医療広域連合☎０９２６５１・３１１１

●
８
月
か
ら

　

被
保
険
者
証
が

　

新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
令

和
元
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効

期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険

者
証（
う
す
む
ら
さ
き
色
）の
有

効
期
限
は
、
令
和
２
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ
て
お

り
、
７
月
下
旬
ま
で
に
役
場
か

ら
簡
易
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま

す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い

有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓

口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ

る
と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者

証（
う
す
む
ら
さ
き
色
）を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
７
月
31
日
ま
で
に
新

し
い
被
保
険
者
証（
う
す
む
ら

さ
き
色
）が
届
か
な
い
場
合
は
、

役
場
健
康
増
進
課
保
険
年
金
係

（
⑧
番
）窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
被
保
険
者
証
の

自
己
負
担
割
合

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、

１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も

と
に
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
の
１
年
間
の
自
己
負
担
割
合

の
判
定
を
行
い
ま
す
。
自
己
負

担
割
合
は
、通
常
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い

ず
れ
か
の
人
の
市
町
村
民
税
の

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

（
※
）で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割

と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税

の
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で

あ
っ
て
も
、
次
の
⑴
ま
た
は
⑵

に
該
当
す
る
場
合
は
、
役
場
健

康
増
進
課
保
険
年
金
係（
⑧
番
）

窓
口
に
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自

己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

⇦

⑴
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が

　

２
人
以
上
の
場
合

　
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者

　
全
員
の
収
入
の
合
計
額
が

　
５
２
０
万
円
未
満

⑵
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が

　

本
人
の
み
の
場
合（
①
ま

　

た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万

　
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳

　
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
収

　
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万

　
円
未
満

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て

も
、前
年
の
12
月
31
日
現
在
に

お
い
て
、被
保
険
者
が
世
帯
主

で
あ
り
、同
じ
世
帯
に
合
計
所

得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ

る
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い

る
場
合
に
は
、世
帯
主
で
あ
る

被
保
険
者
の
市
町
村
民
税
の

課
税
所
得
か
ら
、16
歳
未
満
は

1
人
あ
た
り
33
万
円
、16
歳
以

上
19
歳
未
満
は
１
人
あ
た
り

12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し

た
後
の
額
が
、１
４
５
円
未
満

と
な
る
と
き
は
、１
割
の
自
己

負
担
割
合
と
な
り
ま
す（
こ
の

場
合
の
届
出
は
不
要
で
す
）。

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て

も
、昭
和
20
年
１
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
被
保
険
者
が
い
る

場
合
、同
じ
世
帯　
の
被
保
険

者
全
員
の
旧
た
だ
し
書
所
得

（
総
所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円

を
控
除
し
た
金
額
）の
合
計
額

が
２
１
０
万
円
以
下
の
場
合

は
、１
割
の
自
己
負
担
割
合
と

な
り
ま
す（
こ
の
判
定
方
法
は

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
適

用
さ
れ
、届
出
は
不
要
で
す
）。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
が

　

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適

用
認
定
証
や
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
令
和
元
年
７
月
31
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
認
定
証
を
す
で
に
お
持

ち
の
人
で
、
令
和
元
年
度
も
同

じ
よ
う
に
認
定
証
を
発
行
で
き

る
条
件
の
人
に
は
、
８
月
１
日

か
ら
の
新
し
い
認
定
証
を
被
保

険
者
証
と
は
別
に
７
月
下
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。

●
限
度
額
適
用（
・
標
準
負
担
額

減
額
）認
定
証
と
は
…

　

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
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令和元年度
後期高齢者医療制度について

問 健康増進課保険年金係☎２・１２２４/ 福岡県後期高齢者医療広域連合☎０９２６５１・３１１１

国民健康保険からの
お知らせ
問 健康増進課保険年金係☎２・１２２４

●
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

  

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
８
月
１
日
か
ら
お

使
い
い
た
だ
く
被
保
険
者
証
に

つ
い
て
は
、
７
月
中
に
世
帯
主

あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で
世
帯

全
員
分
を
ま
と
め
て
順
次
お
届

け
し
ま
す
。

　
配
達
方
法
が
簡
易
書
留
郵
便

の
た
め
、
お
住
ま
い
の
地
域
に

よ
っ
て
は
お
時
間
を
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
７
月
29
日

以
降
に
な
っ
て
も
被
保
険
者
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
年

金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☝
注 

意

▼
簡
易
書
留
郵
便
は
、郵
便
物
の

受
け
取
り
の
際
に
受
領
印
等

が
必
要
な
た
め
、
ご
不
在
の
場

合
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
郵
便
局
か
ら
の「
郵
便

物
等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」

が
郵
便
ポ
ス
ト
等
に
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
郵
便
ポ
ス

ト
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
郵
便
物
の
保
管
期

限
内
に
必
ず
再
配
達
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
郵
便
物
等
お
預

か
り
の
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ

れ
て
い
る
電
話
番
号
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
被
保
険
者
証
の
郵
送
は
、前
年

度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
が
な
い
世
帯
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

世
帯
の
被
保
険
者
証
は
健
康

増
進
課
保
険
年
金
係
窓
口（
⑧

番
）で
交
付
し
ま
す
。

問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

∇∇∇

■国民健康保険への
 加入の手続きは１４日以内に

■健康保険に加入したときは
 喪失の手続きを忘れずに

　職場の健康保険（健康
保険組合や共済組合な
ど）に加入している人、後
期高齢者医療制度に加入
している人および生活保
護を受けている人を除
く、すべての人が国民健
康保険に加入します。

負
担
割
合
が
３
割
と
な
る
人
の

中
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の

人
に
発
行
し
、
あ
ら
か
じ
め
医

療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で

と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、限
度
額
適
用・標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
と
は
、
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で

あ
る
人
に
発
行
し
、
あ
ら
か
じ

め
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る

と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の

食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
認
定
証
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
役
場

健
康
増
進
課
保
険
年
金
係（
⑧

番
）窓
口
で
の
申
請
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
被
保
険
者
証　

▽
印
か
ん　

▽
そ
の
他

　
（
非
課
税
・
課
税
証
明
書
な
ど

　

収
入
額
を
証
明
す
る
も
の
や

　

入
院
期
間
を
確
認
で
き
る
も

　

の
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。）
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６５歳以上の皆さんへ
令和元年度介護保険料の決定通知書を送ります
問 福祉課高齢者福祉係☎２・１２１９／県介護保険広域連合総務課収納管理係☎０９２・９８１・９０７１

　
平
成
31
年
度
の
市
町
村
民

税
等
を
も
と
に
、
介
護
保
険

料
の
計
算
を
行
い
、
そ
の
決

定
通
知
書
を
７
月
下
旬
ご
ろ

に
郵
送
し
ま
す
。
で
き
る
限

り
所
得
の
状
況
に
配
慮
し
た

き
め
細
か
な
保
険
料
と
す
る

た
め
、
昨
年
度
よ
り
所
得
段

階
を
25
の
区
分
に
分
け
て
い

ま
す
。
市
町
村
民
税
や
世
帯

の
状
況
等
に
よ
っ
て
該
当
す

る
所
得
段
階
に
よ
り
保
険
料

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
納
付
方
法

年
金
天
引
き
で

納
め
て
い
る
人

　

今
回
決
定
し
た
年
間
保

険
料
額
か
ら
４
・６
・８
月

に
年
金
天
引
き（
仮
徴
収
）

し
た
保
険
料
を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
10
・
12
・
来
年

２
月
に
年
金
天
引
き（
本

徴
収
）で
納
め
ま
す
。

※
年
間
18
万
円
以
上
の
老
齢

（
退
職
）、障
害
、遺
族
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は

年
金
天
引
き
と
な
り
ま
す

が
、65
歳
に
な
っ
た
人
、広

域
連
合
外
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
人
な
ど
の
場
合

は
、
年
金
天
引
き
の
開
始

が
半
年
か
ら
１
年
後
と
な

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で

は
納
付
書
や
口
座
振
替
等

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
・
口
座
振
替
等
で

納
め
て
い
る
人

　

８
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
納
め
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る

　
と
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心

　
で
す
。ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ

　
さ
い
。

※
災
害
や
失
業
な
ど
や
む
を

　
得
な
い
理
由
で
保
険
料
を

　
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な

　
っ
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

　
り
保
険
料
の
減
免
や
納
付

　
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

介護保険制度は、皆様から
納付していただく保険料で
成り立つ制度です。

　特別な事情がなく保険料
を滞納すると、滞納期間に応
じて介護サービス利用時の
自己負担割合が増える場合
があります。保険料納付につ
いてご理解とご協力をお願
いします。

低
所
得
者
の

介
護
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

▽
10
月
か
ら
消
費
税
率
が
10

　

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

　
と
に
伴
い
厚
生
労
働
省
か

　

ら
低
所
得
者
に
対
す
る
新

　

し
い
介
護
保
険
料
の
軽
減

　
策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▽
家
計
に
影
響
を
受
け
る
比

　
重
の
高
い
、低
所
得
者
の
負

　

担
す
る
介
護
保
険
料
を
安

　
く
す
る
も
の
で
す

▽
こ
れ
ま
で
も
所
得
段
階
が

　

第
１
段
階
の
人
に
対
し
て

　

は
介
護
保
険
料
を
軽
減
し

　
て
い
ま
し
た
が
、対
象
者
を

　
拡
大
し
、軽
減
幅
も
拡
大
し

　
ま
す（
下
記
表
参
照
）。

令
和
元
年
度
は
半
分
実
施

令
和
２
年
度
か
ら
は

完
全
実
施
し
ま
す

▽
令
和
元
年
10
月
か
ら
引
き

　

上
げ
ら
れ
る
消
費
税
率
の

　

２
％
分
を
原
資
と
し
て
実

　
施
す
る
事
業
の
た
め
、令
和

　

元
年
度
は
軽
減
額
が
半
分

　
と
な
り
、令
和
２
年
度
か
ら

　
完
全
実
施
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
の

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い

▽
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階

　
ま
で
の
人
は
、基
準
額
に
乗

　

じ
る
割
合
が
下
記
表
の
と

　
お
り
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
総
務
課
収
納
管
理
係（
☎

０
９
２
・９
８
１
・９
０
７
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆各所得段階の基準額に乗じる割合の表
第１段階 第２段階 第３段階

平成３０年度 ０．４５ ０．７５ ０．７５
令和元年度 ０．３７５ ０．６２５ ０．７２５
令和２年度 ０．３ ０．５ ０．７

◆各所得段階の軽減後の保険料額（年間）
令和元年度 第１段階 第２段階 第３段階
Ａグループ ３６，２１６円 ６０，３５９円 ７０，０１７円

低所得者介護保険料軽減事業について

∇∇ ∇
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問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

第３８回
町民バドミントン大会開催
問 小竹町バドミントン協会（萬田美代子）

☎０９０・５４８４・２９１７

●
競
技
種
目

ダ
ブ
ル
ス

●
競
技
方
法

予
選
リ
ー
グ
戦
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦

●
表
彰
に
つ
い
て

優
勝・準
優
勝
ま
で
表
彰

※
当
日
は
、
小
学
生
向
け
の
バ

　
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験
教
室
を
開

　
催
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
受
付

　
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

※
町
外
か
ら
の
参
加
も
受
け
付

　
け
ま
す
。

県下水道排水設備工事
責任技術者試験について
問上下水道課下水道事務係☎２・１９４５

受
験
希
望
者
は

受
付
期
間
内
に
申
込
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

●
試
験
日

11
月
３
日（
日
）

●
試
験
会
場

飯
塚
会
場
▽
福
岡
県
立
飯
塚

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

●
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間

７
月
１
日（
月
）か
ら
７
月
12

日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
先

上
下
水
道
課
下
水
道
事
務
係

　下水道の宅内排水設備
に関する工事責任技術者
の試験を実施します

●日時
７月２８日（日）１０時開会

●会場
町民体育館

第４回
小竹ふれあいオープン
ゴルフコンペ開催

問 小竹ゴルフ協会☎２・２５２０

●
開
催
日

９
月
１
日（
日
）ア
ウ
ト
・
イ

ン
同
時
ス
タ
ー
ト 

各
20
組

●
場
所

ミ
ッ
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

●
プ
レ
ー
料
金

１
万
円（
税
込
み
）セ
ル
フ

●
参
加
費

２
千
円（
参
加
賞
、
表
彰
式

パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

●
申
込
期
間

７
月
10
日（
水
）か
ら
７
月

31
日（
水
）ま
で（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
し
込
み
先

小
竹
町
中
央
公
民
館
へ

持
参（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
☎
２
・

６
８
９
９
）

※
申
込
書
は
役
場
お
よ
び
中
央

　

公
民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す

　
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。

●
主
催

小
竹
ゴ
ル
フ
協
会

※
詳
し
く
は
小
竹
ゴ
ル
フ
協

　

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

チャイルドシートの
貸し出しを行っています
問 まちづくり推進課コミュニティ支援係

☎２・１２１５

　

直
方
地
区
交
通
安
全
協

会
に
よ
る
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
無
償
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
出
し
用
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
は
、
数
に
限
り
が

　
あ
り
ま
す
。
必
ず
電
話
に

　
て
お
申
し
込
み
の
う
え
役

　
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

小
竹
町
住
民

●
貸
出
期
間

６
か
月
間

●
申
し
込
み
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係

☎
２・１
２
１
５
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図書室新刊のお知らせ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

▶開館時間　　８：３０〜１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

ある男

著／平野 啓一郎
文藝春秋

　単語が覚えられないあなたを助
けます。初級者がおさえておきたい
単語・TOPIK 初級頻出単語を厳選。

「始まりが半分だ」著者が好きな韓
国のことわざで、まずは取りかかる
ことが大切であり、ひとたび始めて
しまえばそれは半分終わったよう
なものである。という意味です。学
習者でもある著者の、記憶に残るワ
ザをふんだんに盛り込んだ１冊。

イラストで覚える hime 式
たのしい韓国語単語帳

著／hime
高橋書店

　愛したはずの夫はまったくの別
人だった。愛にとって過去とは何
か？幼少期に深い傷を負っても、
人は愛にたどりつけるのか？「あ
る男」を探るうちに、過去を変えて
生きる男たちが浮かび上がる。人
間存在の根源と、この世界の真実
に触れる文学作品。第７０回読売文
学賞受賞。２０１９年本屋大賞ノミ
ネート作品。

　第２４回日本絵本賞大賞。
　土の中はまっくら。なのにどう
して分かるの？歩けるの？いつ
寝るの？いつ起きるの？あなの
中はどうなってるの？知らない
ことだらけ、びっくりだらけ。も
ぐらのくらしは謎だらけ。

もぐらはすごい

著／アヤ井アキコ
監修／川田 伸一郎

アリス館

●
場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
第
二
研
修
室

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み　
不
要（
参
加
自
由
）

●
内
容　
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活

動
推
進
の
こ
と
や
読
み

聞
か
せ
の
こ
と
、
そ
の

他
で
聞
い
て
み
た
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
意
見
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

読
書
ボ
ラ

3

3

3

3

ン
テ
ィ

3

3

3

ア3

交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

学校や地域で読書ボランティアをしている人や
興味がある人を対象とした交流会です

　
子
ど
も
た
ち
の
表

現
力
や
創
造
性
・
感
性

を
豊
か
に
す
る
た
め

に
大
切
な
読
書
習
慣

は
、周
り
に
い
る
大
人

た
ち
か
ら
読
み
聞
か

せ
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、大

人
の
読
書
に
対
す
る

認
識
の
深
さ
が
子
ど

も
た
ち
の
読
書
習
慣

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

日
時７

月

29
日（
月
）

10
時
か
ら
12
時
ま
で
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８月
６日（火）：乳児健診

保健センター
受付▷９時１５分〜
　　　９時４５分

７月
１８日（木）：特定健診・基本健診・各種がん検診

総合福祉センター
受付▷８時３０分〜１０時

１９日（金）：特定健診・基本健診・各種がん検診
七福コミュニティセンター
受付▷８時３０分〜１０時

今月の健康行事
▶内容によっては事前に予約が

必要なものや対象者が限られる

場合がありますので、保健セン

ターにお問い合わせください。

●予約・問い合わせ
　保健センター☎２・１８６４

熱
中
症
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

●
水
分
補
給
と
暑
さ
を

　
避
け
ま
し
ょ
う

☜
日
陰
に
入
る
。
日
傘
を
さ
す
。

　
帽
子
を
か
ぶ
る
。

●
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な

　
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
を

　
補
給
す
る

●
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

☜
汗
を
吸
う
素
材
。風
通
し
が
よ

　
い
素
材
。襟
元
や
腹
回
り
を
締

　
め
付
け
な
い
。

●
室
温
28
℃
、
湿
度
60
％
以
下

　
を
目
安
に
上
手
に
エ
ア
コ
ン

　
を
活
用
す
る

☜
扇
風
機
、
う
ち
わ
、
遮
光
カ
ー

　
テ
ン
、
の
れ
ん
、
打
ち
水
な
ど

　
も
効
果
的
で
す
。

●
食
事
は
３
食
し
っ
か
り
摂
る

●
食
欲
が
な
い
か
ら
と
あ
っ
さ

　
り
と
し
た
も
の
に
偏
ら
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

☜
豚
肉
や
大
豆
な
ど
ビ
タ
ミ
ン

　

Ｂ
１
が
含
ま
れ
る
豚
肉
や
大

　
豆
、カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
ひ

　
じ
き
や
ほ
う
れ
ん
草
、抗
酸
化

　
物
質
で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
、  

　
Ｅ
が
含
ま
れ
る
食
品
を
摂
る
。

∇ ∇∇ ∇ ∇∇ ∇ ∇∇∇ ∇∇

熱中症にならないための対策を！

　熱中症は、２８℃以上の気温、湿度７０％以上、日差しや照り返しが強い、風がない
などの高温多湿な環境下で体温調整がうまくできなきず、体内に熱がこもることに
よって「めまい」や「けいれん」などを起こす体の異常です。放置しておくと死に至る
こともあります。熱中症にならないための対策を行いましょう。

症
状

対
処
法

め
ま
い
、
立
ち
く

ら
み
、筋
肉
痛
、こ

む
ら
が
え
り
、
大

量
の
汗
、頭
痛
、気

分
が
悪
い
、
吐
き

気
、
力
が
は
い
ら

な
い

①
涼
し
い
場
所
に
移
る

※
風
通
し
の
よ
い
日
陰
、
エ
ア

　
コ
ン
の
効
い
た
室
内
な
ど

②
靴
や
靴
下
は
脱
ぎ
、衣
服

　
を
ゆ
る
め
る

③
体
を
冷
や
す

※
濡
れ
タ
オ
ル
で
体
を
ふ
く

※
首
の
横
、わ
き
の
下
、太
も
も

　
の
つ
け
根
に
ア
イ
ス
パ
ッ
ク

　
や
氷
を
あ
て
る

④
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い

　
れ
ば
水
分
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

　
リ
ン
ク
を
摂
取
す
る

⑤
症
状
が
改
善
し
な
い
時

　
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

　
受
診
す
る

言
動
が
お
か
し

い
、
意
識
が
も
う

ろ
う
と
し
て
い

る
、
呼
吸
が
速
い
、

ま
っ
す
ぐ
歩
け
な

い
、
体
温
が
高
い
、

け
い
れ
ん
を
起
こ

し
て
い
る

①
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ

※
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

　
前
記
と
同
様
の
対
処
法
を
行
う

※
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
場

　
合
は
、
気
道
に
入
る
可
能
性

　
が
あ
る
た
め
、
水
分
の
摂
取

　
は
行
わ
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

は
さ
ら
に
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
、

周
囲
が
見
守
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
持
病
で
医
療
機
関
の
食
事

　

療
法
中
の
場
合
は（
水
分
、

　
塩
分
、糖
質
、カ
リ
ウ
ム
な

　

ど
の
摂
取
に
つ
い
て
は
）

　
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
く

　
だ
さ
い
。
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小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

日
時　

７
月
12
日（
金
）▽
12
時

　
か
ら
13
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

場
所　
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２・２
０
２
８

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

日
時　

７
月
23
日（
火
）▽
10
時

　
か
ら
12
時
ま
で

場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
横
談

　
話
室

◉
相
談
無
料・秘
密
厳
守

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
コ
ミ
ュ 

　

 

ニ
テ
ィ
支
援
係

　

 

☎
２・１
２
１
５

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室

　

生
活
に
困
り
ご
と
や
不
安
な

ど
を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

対
象
者　
町
内
に
在
住
の
人

日
時　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

　

で
▽
９
時
30
分
か
ら
17
時
30

　
分
ま
で（
祝
日
も
開
所
）

場
所　

福
岡
県
自
立
相
談
支
援

　
事
務
所

◉
相
談
無
料
・
予
約
制
・
秘
密
厳
守

◉
町
役
場
・
ご
自
宅
で
も
相
談
可
能

問 

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務 

     

所

　

 

☎
０
９
３・２
０
３・１
６
３
０

介
護
と
仕
事
の
両
立

「
休
日
街
か
ど
相
談
」

　

介
護
と
仕
事
の
困
り
ご
と
に

つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
・
介

護
支
援
専
門
員
が
面
談
や
電
話

で
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。（
事
前
予
約
可
）

面
談
・
電
話
相
談
日
時　
７
月
か

　
ら
９
月
ま
で
の
第
２
日
曜
日

場
所
　
イ
オ
ン
直
方
店
１
階
食

　

品
入
口
そ
ば
イ
ー
ト
イ
ン
横

　
（
直
方
市
湯
野
原
）

問 

（
電
話
相
談
）麻
生
教
育
サ
ー

　

  

ビ
ス（
株
）

 　
☎
０
９
０・１
５
１
９・３
０
２
３

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
・
遺
言
相
談
会

　

相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作
成

な
ど
の
ほ
か
、不
動
産
の
名
義
変

更
、
成
年
後
見
制
度
や
借
金
問

題
、賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
日
常

生
活
で
生
じ
る
法
律
問
題
に
つ

い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
３
日（
土
）▽
10
時

　
か
ら
15
時
ま
で

方
法
　
面
談
相
談（
無
料
）１
件

　
30
分（
予
約
優
先
、定
員
あ
り
）

会
場
　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー
３

　
階
中
研
修
室（
飯
塚
市
新
飯
塚

　
20
－
30
）

予
約
受
付
期
間
　
７
月
10
日（
水
）

　

か
ら
８
月
２
日（
金
）ま
で（
土

　
日
祝
日
を
除
く
）▽
10
時
か
ら

　
16
時
ま
で

予
約
電
話
番
号
　
☎
０
５
７
０
・

　
７
８
３・５
４
４

予
約
Ｆ
Ａ
ｘ
番
号
　
☎
０
９
２・

　
７
１
４・４
２
３
４

主
催
　
福
岡
県
司
法
書
士
会

問 
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

 

☎
０
９
２・７
２
２・４
１
３
１

　

 (

平
日
10
時
か
ら
16
時
ま
で
）

40
歳
か
ら
の

個
別
就
職
無
料
相
談

　

自
分
に
合
う
仕
事
が
わ
か
ら

な
い
、求
人
の
探
し
方
が
わ
か
ら

な
い
、
応
募
書
類
が
書
け
な
い
、

面
接
で
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
、

不
採
用
ば
か
り
で
つ
ら
い
。
こ

の
よ
う
な
悩
み
再
就
職
専
門
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
者
　
概
ね
40
歳
か
ら
64
歳

　
ま
で
の
求
職
者

持
参
物
　
筆
記
用
具
、履
歴
書（
な

　
く
て
も
可
）

※
相
談
は
要
予
約
で
す
。

問 

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ

　

 

ン
タ
ー（http://w

w
w

. tsc

　

 -f.net

）受
託
業
者
▽
パ
ー
ソ

　

 

ル
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

　

 

ン
グ（
株
）

　

 

☎
０
９
２・４
３
３・７
７
８
０

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、慰
霊
追
悼
や
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

相
談

－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
問 役場建設課☎０９４９６・２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

募
集

町立病院事務局
☎２・０２８２

町立病院
✿

伝言板

糖
尿
病
・
栄
養
教
室
は
お
休
み
で
す

夜間および時間外の救急診療を行います
【７月】  ３日（水） 　内科：町立病院　外科：社会保険直方病院
           ８日（月） 　内科：町立病院　外科：くらて病院
        １１日（木） 　内科：町立病院　外科：宮田病院
        １５日（月） 　内科：町立病院　外科：福岡ゆたか中央病院
        ２４日（水） 　内科：町立病院　外科：福岡ゆたか中央病院
        ２７日（土） 　内科：町立病院　外科：西尾病院
        ３０日（火） 　内科：町立病院　外科：くらて病院

７月の
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費
用
や
実
施
地
域
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、日
本
遺
族
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、参
加
者
の
高
齢
化
を
考

慮
し
看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

問 

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会 

　

  

事
務
局

 　
☎
０
３・３
２
６
１・５
５
２
１

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
項
目　

第
４
回
自
衛
官
候

　
補
生
、第
２
回
一
般
曹
候
補
生

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間
　
７
月
１
日（
月
）か

　
ら
９
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
期
日
　
９
月
21
日（
土
）

場
所
　
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　

  

飯
塚
地
域
事
務
所

　

 

☎
０
９
４
８・２
２・４
８
４
７

飯
塚
駐
屯
地
夏
祭
り

日
時　

８
月
５
日（
月
）▽
16
時

　
か
ら
21
時
ま
で

　
※
雨
天
順
延
８
月
７
日（
水
）

場
所　
飯
塚
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
　
音
楽
演
奏
、エ
イ
サ
ー
演

　
舞
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、盆
踊
り
、

　
打
ち
上
げ
花
火
、模
擬
売
店
等

問 

飯
塚
駐
屯
地
広
報
室

　

 

☎
０
９
４
８・２
２・７
６
５
１

　

 （
内
線
２
４
６
）

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
９

日
時　

８
月
３
日（
土
）▽
11
時

　
か
ら
16
時
ま
で

会
場　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　
日
市
原
町
３
－
１
－
７
）

内
容
　
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、就

　
職
面
談
会
、
福
祉
関
係
資
格
、

　
求
職
相
談

対
象
者
　
社
会
福
祉
施
設
・
事
業

　

所
へ
の
就
職
希
望
者（
資
格
・

　
経
験
は
不
要
）

※
生
後
５
か
月
か
ら
就
学
前
ま

　

で
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
事

　
前
予
約
）

問 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
人

　

  

材・情
報
課

　

 

☎
０
９
２・５
８
４・３
３
１
０

平
成
筑
豊
鉄
道
か
ら
の

お
知
ら
せ

の
お
が
た
夏
祭
り
花
火
大
会
へ
は

便
利
な「
へ
い
ち
く
」で
行
こ
う
！

　
７
月
28
日（
日
）は「
の
お
が
た

夏
祭
り
花
火
大
会
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。当
日
は
車
両
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、会
場
へ
は
便
利

な「
平
成
筑
豊
鉄
道
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。臨
時
便
も
運
行
し
ま

す
。〔
雨
天
順
延
予
備
日
は
７
月

31
日（
水
）、８
月
６
日（
火
）〕

最
寄
り
駅　
直
方
駅

会
場　
直
方
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ

　
ー
ク

花
火
大
会
開
始
時
間　
20
時
か
ら

ガ
イ
ド
と
巡
る

「
へ
い
ち
く
ウ
ォ
ー
ク
」！

7
月
開
催

　

へ
い
ち
く
沿
線
の
史
跡
や
見

ど
こ
ろ
を
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び

り
歩
い
て
、地
域
の
魅
力
を
再
発

見
し
ま
せ
ん
か
。参
加
は
無
料
で

す
が
、電
話
に
よ
る
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

開
催
日　

７
月
21
日（
日
）

集
合
場
所　

赤
池
駅（
田
川
郡
福

　
智
町
赤
池
２
９
８
－
９
）

集
合
時
間　

10
時
10
分

コ
ー
ス　

赤
池
駅
→
宮
本
武
蔵

　

の
碑
→
金
見
鉄
道
跡
→
金
田

　
駅

問 

平
成
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社

 　
☎
０
９
４
７・２
２・１
０
０
０

あ
す
な
ろ
猫

不
妊
・
去
勢
手
術

支
援
事
業

　
（
公
社
）福
岡
県
獣
医
師
会
小

動
物
部
会
筑
豊
地
区
部
会
は
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
、
不

妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
メ
ス
１
頭
に
つ
き

一
万
円（
税
別
）、オ
ス
１
頭
に
つ

き
五
千
円（
税
別
）で
手
術
を
行

い
ま
す
。

※
手
術
済
み
目
印
の
耳
先
カ
ッ

　
ト
費
用
を
含
み
ま
す
。

　

猫
は
特
定
の
飼
い
主
を
持
た

な
い
こ
と
と
、そ
の
猫
に
手
術
を

受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
申
込
者

は
筑
豊
地
区
に
住
所
を
有
す
る

人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
猫

は
対
象
外
で
す
。申
込
期
間
は
令

和
元
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
元

年
12
月
末
日
ま
で
で
す
。上
限
に

な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

●
募
金
の
お
願
い

　

本
事
業
の
大
部
分
は
皆
様
か

ら
の
募
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
募
金

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、多
く
の

手
術
実
施
頭
数
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
も
に
、

お
知
ら
せ

社会を明るくする運動とは？
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人
たちの更正について理解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こうとする
全国的な運動で２０１９年で６９回目を迎えます。
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毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

暮らしの情報

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

各
協
力
病
院
で
行
っ
て
い
ま
す
募

金
活
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●
詳
し
く
は
、手
術
協
力
病
院
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

▽
よ
し
も
と
動
物
病
院

　
　
（
宮
若
市
本
城
５
１
－
２
）

　

 

☎
０
９
４
９・３
２・１
２
９
９

　
　
▽
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｐ
動
物
病
院

　
　
（
直
方
市
感
田
小
野
牟
田
３
５

　
　
９
７
－
１
）

　

 

☎
０
９
４
９・２
６・４
１
３
６

　
　
▽
さ
く
ら
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
（
宮
若
市
長
井
鶴
２
０
７
－
１
）

　

 

☎
０
９
４
９・３
２・２
７
０
１

　
　
▽
ア
ミ
ノ
動
物
病
院

　
　
（
直
方
市
大
字
畑
３
０
０
－
６
）

　

 

☎
０
９
４
９・２
５・８
１
１
８

一
般
公
募
の
救
命
講
習
の

ご
案
内

受
講
条
件　
宮
若
市
・
鞍
手
町
・
小

　
竹
町
に
住
居
、勤
務
し
て
い
る
人

　
で
中
学
生
以
上

申
込
方
法　
救
命
講
習
申
込
書（
個

　
人
用
）を
記
入
の
う
え
、
持
参
も

　
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
く
だ
さ

　
い
。申
込
書
は
当
消
防
本
部
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
可
能
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

▽
０
９
４
９・３
２・９
４
２
５

メ
ー
ル

▽fdnk99shou@
m

x32.tiki. 

　

ne.jp

※
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習（
ｅ-

ラ

　
ー
ニ
ン
グ
）受
講
可
能
。

●
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
３
時
間
）

　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
の
取
扱
い
、そ
の
他
の
応
急
手
当

日
時　

８
月
３
日（
土
）▽
９
時
か

　
ら
12
時
ま
で

場
所　
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合
消
防
本
部
２
階
屋
内

　
訓
練
場（
宮
田
市
宮
田
16
番
地
１
）

募
集
人
数　

40
名
程
度

受
付
期
限
　
７
月
27
日（
土
）

●
普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
３
時
間
）

　
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の
心
肺
蘇

　
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、そ
の

　
他
の
応
急
手
当

日
時　

８
月
４
日（
日
）▽
９
時
か

　
ら
12
時
ま
で

場
所　
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏

　

事
務
組
合
消
防
本
部
２
階
屋
内

　
訓
練
場（
宮
田
市
宮
田
16
番
地
１
）

募
集
人
数　

40
名
程
度

受
付
期
限
　
７
月
27
日（
土
）

問 

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事

　

 

務
組
合
消
防
本
部
警
防
課
救
急

　

 

消
防
係

　

 

☎
０
９
４
9・３
２・１
１
３
２

第
16
回　
８
・
６
反
戦
・
平
和

コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

８
月
３
日（
土
）▽
18
時
か

　
ら
20
時
30
分
ま
で

場
所
　
直
方
郵
便
局
下
遠
賀
川
河

　
川
敷
公
園（
雨
天
の
場
合
、
直
方

　
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室
）

問 

実
行
委
員
長（
芦
谷
）

　
☎
０
９
０・７
４
４
７・１
５
８
３

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

　

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校（
厚

生
労
働
省
所
管
）で
は
、機
械
系
、電

気
系
、電
子
情
報
系
お
よ
び
建
築
系

の
分
野
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。学
生
た
ち
は

専
門
知
識
と
実
践
的
技
術
・
技
能
を

身
に
つ
け
た
後
、卒
業
後
は
も
の
づ

く
り
産
業
界
に
お
い
て
活
躍
し
ま

す
。

開
催
日
程　
７
月
15
日（
月
・
祝
）・
８

　
月
24
日（
土
）▽
13
時
か
ら

内
容
　
大
学
校
の
概
要
説
明
、入
試

　
関
連
の
説
明
、
施
設
見
学
、
体
験

　
授
業

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問 

九
州
職
業
能
力
開
発
大
学
校
学

　

  

務
課

　

 

☎
０
９
３・９
６
３・８
３
５
３

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　
秋
吉 

日
出
海
様（
御
徳
３
区
）

遺
族　
秋
吉　
俊
英  

様

■
一
般
寄
付

　
　
愛
菜
の
家
利
用
組
合

※
５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■管内街頭犯罪発生状況
５月中 ５月末まで
件数 件数 前年比

オートバイ盗 0 件  4 件 ± 0 件
自転車盗 2 件 　32 件 ＋ 8 件
空き巣 4 件  15 件 － 19 件

広報こたけ・ホームページに
広告を掲載しませんか？

広 告
 ☆
募 集

【掲載料】　※１か月あたり
広 告 媒 体 規 格 料 金

広報こたけ
上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円
上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 上下６０ピクセル×
左右２１０ピクセル ３，０００円

＊詳しくは町ホームページをご覧ください。
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

■ 人　口 7,638 人
男性 3,657 人 女性 3,981 人
出生 2 人 死亡 12 人
転入 25 人 転出 43 人

■ 世帯数 3,883 世帯

  184,590kg （前月比 + 13,890 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ７月２１日（日）９時から１２時まで

　５月中 ５月末累計
発生件数 2 件（－ 2 ） 15 件（+ 1 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 4 人（－ 1 ） 22 人（+ 4 ）

5 5
5

今月の

 一戸一美
☆ 赤地地区の東さんのお宅入

　り口に大きなピンク色や

　紫色の鮮やかなあじさい

　が咲いています。あじさい

　は花の色ごとに花言葉が

　存在するそうです。

＊『一戸一美運動』は、通りから見える玄関や塀、庭、窓などに « 美しい »« 心温まる »« 感動する » ものを飾ろうという運動です！

　ココだけオンリーワン『一戸一美

運動』を町内全域で取り組んでいま

す。きれいな花や趣味・特技を活か

した作品を飾って、小竹町を文化の

香る美しい町にしましょう。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

令和元年６月２４日現在  ● ● ７月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

◆イベント申し込み先・問い合わせ　こたけ創造舎▶☎０８０・９２４５・７８３７

 EST（英語勉強会）
▷１０時～１２時

 おもちゃづくり
 実験教室（別館）

▷９時３０分～（２時間）

 ミネラル酵素
 ドリンク教室
▷１３時３０分～（２時間）

７/１３（土）・７/２７（土）

『産直市』を開催します！
～出品者も募集中です～

 彩りアーティスト
 で愛展～ワークシ
 ョップ祭り～
▷１０時～１６時

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 クラフトバンド
 教室
▷１３時～１５時

 編み物教室
▷１３時～１６時

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 クラフトバンド
 教室
▷１３時～１５時

 おもちゃづくり
 実験教室（別館）
▷９時３０分～（２時間）

 洋裁教室
▷１３時３０分～（３時間）

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 編み物教室
▷１３時～１６時

 編み物教室
▷１０時～１３時

 EST（英語勉強会）
▷１０時～１２時
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◆防災行政無線の放送が
　聞き取りにくい場合には…

　電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
▶☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地 報情このけた

　
６
月
７
日
、南
良
津
地
区
の
安

部
田
さ
ん
の
畑
で
子
ど
も
た
ち

が
い
も
の
苗
さ
し
を
し
ま
し
た
。

畑
の
畝
づ
く
り
や
苗
の
お
世
話

を
し
て
い
た
だ
い
た
田
代
博
昭

さ
ん
に
苗
さ
し
の
仕
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち

は
葉
っ
ぱ
の
向
き
に
注
意
し
て

挿
し
ま
し
た
。初
め
て
体
験
し
た

年
少
組
の
子
ど
も
た
ち
は「
楽
し

か
っ
た
。」、「
ち
ゃ
ん
と
で
き
た

よ
。」と
満
足
げ
で
し
た
。年
長
組

の
子
ど
も
た
ち
は「
秋
に
大
き
な

お
い
も
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。」

「
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い
い
な
。」

と
秋
の
収
穫
に
願
い
を
込
め
て

水
や
り
を
し
ま
し
た
。

　

小
竹
こ
ど
も
園
の
畑
で
も
り

ん
ご
リ
ー
ム
２
歳
児
の
み
ん
な

で
い
も
の
苗
さ
し
を
し
ま
し
た
。

問 地域子育て支援センター
　  （小竹こども園りんごルーム内）

　  ☎２・０１８７

“大きなおいもが収穫できるといいな”
～いもの苗さしを体験しました～

地域子育て支援センター
からのお知らせ

しばらくの間、りんご
ルーム改修工事でお休み
していましたが、利用で
きるようになりました。

７/１８（木）

「おひざで
 抱っこでわらべうた」

８/２２（木）

「おはなしコンサート」
予約受付期間▶

８月１日（木）～８月８日（木）

　　　　訂正とお詫び

６月号に掲載した７月１０
日実施予定の「ブルーベリー
摘み体験」入場料に誤りがあ
りましたので、訂正し、お詫
び申し上げます。

大人 （誤）５００円⇒（正）７００円
子ども（誤）無料⇒（正）４～６歳　　　　
　　　　　　　１００円、３歳以下無料

行 事

小竹町民卓球大会結果
開催日　５月２６日　　　場所　町民体育館（参加者１６人）
結　果　次のとおり（敬称略）
■男子シングル
優　勝　重松 眞三起
準優勝　赤司 正一
第３位　児島 功　渡辺 博文

◉ミックスダブルス
[１パート ]
優　勝　渡辺 博文・小川 明美
準優勝　三木 克彦・清水 智子

□女子シングル
優　勝　三木 照美
準優勝　有場 良子
第３位　野崎 洋子・小川 明美

[２パート ]
優　勝　児島 功・三木 照美
準優勝　飯野 辰雄・重松 眞三起

町内各小・中学校
終業式・始業式について

■１学期終業式　７月１９日（金）

■２学期始業式　９月２日（月）

問 教育課学校教育係
　　☎２・１９６１


